
糸島の「歴史」に思いを馳せる 

伊都国から日本の古代を考える～伊都国女王と卑弥呼～ 

１ 

〇1月31日（土）、2月1日（日）に「伊都国フォーラム」を開催 

〇伊都博冬季企画展『描かれた糸島 －糸島高校郷土博物館所蔵資料から－』 

⇒市内外の皆様に糸島の悠久の歴史を感じていただきたい 

➢初日（1/31 伊都国歴史博物館）は、満員御礼（先着100名） 
 ■特別講座①「考古学からみた伊勢神宮の起源」 講師：穂積裕昌氏 
 ■特別講座②「ヤマト王権の祭祀 その起源を求めて」 講師：辰巳和弘氏 

糸島高校と伊都国歴史博物館がコラボ 

➢1月17日（土）から3月15日（日）まで 伊都国歴史博物館にて 
➢糸島高校郷土博物館が所蔵する絵図で江戸時代の糸島を紹介 
➢糸島高校歴史部の紹介・活動発表パネル展示も（研究や実地調査の発表など） 

〇糸高博物館は、高校附属博物館では異例の「博物館相当施設」 

➢2日目（2/1 伊都文化会館）は、申込不要・無料 
 ■特別講演 ｢ヤマト王権の成立と伊都国」 講師：石野博信氏 
 ■基調講演「伊都国王墓が語るわが国の誕生」 講師：柳田康雄氏 
 ■問題提起「女性首長から女王へ」 講師：寺沢知子氏 
 ■パネルディスカッション「女王誕生の謎に迫る－卑弥呼の故郷はどこか?－」 

➢糸高歴史部は、昨年8月、九州国立博物館「全国高等学校考古学フォーラム」でも活動発表 



伊都国歴史博物館の出張講座を開催（神奈川） 

卑弥呼を支える王の国～伊都国～ 

２ 

〇NHK人気歴史番組「ヒストリア」で伊都国が取り上げられ注目度アップ 

➢H26年4月から12月までの9か月間の伊都国歴史博物館の入館実績は、
H25年の同期間と比較し、入館者数：25%増、入館料：53%増 

「歴史」を切り口に糸島の魅力に触れてもらう 

⇒いま注目を集める糸島の歴史は、「ブランド糸島」の起源 

〇本市の持つ「悠久の歴史」は、たいせつな地域資源 

〇東京事務所サービス：首都圏に糸島のコアなファンをつくる 

➢2月13日（金） 相模女子大学（相模原市）にて 
➢講師は、伊都国歴史博物館学芸員 岡部 裕俊 

➢歴史ファンを中心に、古代伊都国があった糸島を知り、興味を持ち、訪れてもらう 
➢古代からこの地で積み重ねられてきた「人々の暮らし」が、「自然」「風景」
「食」「人情味」などの糸島の魅力につながっている 

【相模女子大学】 
神奈川県相模原市にある私立の女子大学。雑誌「日経グローカル」の「地域貢献度ランキング
（全国747国公私立大学対象）」で、全国女子大学で4年連続第1位を獲得。 



東京事務所サービス続々 
伊勢丹キッチンステージにて「糸島定食」を発売 

３ 

〇食材の良さに加え、作り手のこだわり・真摯さ、糸島の風土に惹かれる 

➢昨年11月には、伊勢丹バイヤーと橋本料理長が糸島を視察し素材選び 
➢地元の方々との出会いを通じ、糸島のイメージをからレシピを作成 

醤油づくりワークショップと食の交流会を開催 

⇒糸島の深い魅力が分かるファンを増やし、ブランドを強化する 

〇醤油職人と糸島を知る若き料理人が「醤油」をテーマにコラボ 

〇今話題のシェフ自ら素材を選び、レシピを考え、専属料理長が再現 
➢3月4日（水）から3週間。東京新宿伊勢丹地下1階「キッチンステージ」にて 
➢メニュー監修：ミシュラン2つ星 日本料理「一凜」の橋本幹造料理長 

➢2月14日（土） 東京都渋谷区神宮前にて開催 
➢ミツル醤油4代目城慶典氏、関東在住シェフ横田渉氏 
➢特産品通販サイト「よかもん市場」のメルマガ会員2万人に参加呼びかけ 

〇三越伊勢丹友の会へ呼びかけ 

JTB伊勢丹トラベルの九州周遊ツアーで糸島 

➢ミドルアッパー所得層へアプローチ（糸島を知ってもらう） 
➢今後も福岡の良さを体感できる場として、ツアーに「糸島」を組み込みたい 

貝印株式会社HPより 

城慶典氏 


